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〈大道場で百万遍念仏を唱える同行衆〉

〈多くの人が訪れた供養場の様子〉 〈砂山を子どもに踏ませる来場者〉

〈大塔婆をお参りする親子〉 〈引き継ぎを行う横松・椋岡地区の皆さん〉

〈体育の部（阿中the ハリケーン）〉〈文化の部（成果発表をする情報科学部）〉

　農作業で犠牲になった虫を供養
し、田畑の恵みに感謝する「阿久
比谷虫供養」が、秋分の日の９月
２２日に横松交差点南西角で行われ
ました。供養場には大道場と８つ
の小屋が設けられ、それらの中に
は町指定文化財の１２幅の掛軸やお
供え物などが飾られました。午前
中はあいにくの雨となりました
が、雨の上がった午後を中心に、
平安時代の終わりごろから続く伝
統行事を一目見ようと多くの人が
訪れました。
　高さ１０メートルほどの松の木を
削り、平和を願う言葉が書かれた
「大塔婆」付近には、小さな子ど
もを連れた親子の列ができまし
た。大塔婆の前に敷かれた砂山を
乳幼児に素足で踏ませると「かん
の虫封じ」や健やかに成長できる
という言い伝えがあるからです。
幼児を連れて訪れた夫婦は「子ど
もの夜泣きがひどいので、連れて
きました。砂山を踏んだので、少
しでもよくなってくれるとうれし
いですね」と笑顔で話しました。
　午後１時になると大道場でいよ
いよ虫供養の念仏が始まりまし
た。導師の先導で、約３０人の同行
衆が２時間に渡り、百万遍念仏を
唱えました。念仏が終了し、夕方
になると供養場の小屋が次々と片
付けられ、今年の虫供養は終わり
を迎えました。そして、来年の当
番となる椋岡地区への引き継ぎが
行われ、道具などを一つ一つ確認
し、箱に詰めていきました。伝統
行事の虫供養は、今年も住民の手
で盛大に行われ、無事に引き継が
れました。

　阿久比中学校の「桜輝祭」が、９
月２２日と２６日の２日間行われまし
た。今年のスローガンは「虹～みん
なで架ける勝利への橋～」。文化の
部では、文化部の日ごろの成果発表
や有志のダンスなどが披露されま
した。体育の部では、生徒らは仲間
と力を合わせて、クラス対抗競技・
縦割り競技に臨みました。


